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1 Mixerの特性

引き続きMixerの抵抗特性について調べた。今回は Harmonic Distortionをメインにいろいろな条
件で比較を行った。

1.1 MixerのHarmonic Distortion

まずはじめにMixerとバッファのみを用いた回路と、Mixerの代わりに抵抗を用いた回路で、それぞ
れHarmonic Distortionを調べてその違いを比較してみた。その時の回路が図１，２である。Harmonic

図 1: Mixerの Harmonic Distortion 調査
図 2: Mixerを 18Ωの抵抗に置き換えての比較調査

Distortionについては図３のようになった。入力のHarmonic Distortionについては図４のようになっ
たが、前段バッファの部分での倍率補正は行わずそのまま測定値を載せた。
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図 3: Mixerと、18Ωの抵抗の Harmonic Distortion
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図 4: 入力信号の Harmonic Distortion
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1.2 Mixer手前の抵抗を取り除いて直結した時のHarmonic Distortion

今度はMixer手前の抵抗を取り除き、バッファから直接Mixerに Powerがかかるようにして同じよ
うに測定を行った。

図 5: Mixer前の抵抗を取り除き直結した回路
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図 6: その時のMixerの Harmonic Distortion
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1.3 MixerのRF INを抵抗をはさまずアースした時

ここでは再びMixer前の抵抗を戻し、今度はMixerのRF、INのピンを抵抗をはさまずアースして
測定を行った。

図 7: Mixerの RF INを抵抗を介さずアースした回路
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図 8: その時のMixerの Harmonic Distortion
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1.4 Mixer手前の抵抗を 51Ωにした時のHarmonic Distortion

ここでは、Mixer前の抵抗を 25.5→ 51Ωに変えて同様の測定を行った。

図 9: Mixer前の抵抗を取り除き直結した回路
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図 10: その時のMixerの Harmonic Distortion
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また、ここでは報告書＃７で計算したのと同様にMixerにかかる Powerと抵抗値に関して調べてみ
た。その結果が図１１である。
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図 11: その時のMixerにかかる Powerとその時の抵抗値

図１１から、Mixerに 10dBmの Powerをかける時の抵抗値が約 15Ωとなった。これはMixer前の
抵抗に 25.5Ωを使った時、Mixer抵抗値が 18Ωとなったのとは異なってくる。
２点しか取っていないので単純には言えないが、この傾向からMixerで 10dBm消費するときのの

実効抵抗値を下げるためには直前の抵抗値を大きくすればいいことがわかる。

2 次回に向けて

Mixerと Phase Shifterが同時に載ることが出来る基盤の設計、及び作成。大きな基盤にこれらの
パーツを載せることで Harmonic Distortionの改善がある可能性がある。あと、今後実験を進める上
でもここまでの回路を１つのブロックにしておくと便利である。
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